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研究成果の概要（和文）：本研究は、申請者がこれまで着手してきた「琉球舞踊の総合的データベース構築事業」（動
作単元データベースおよびオーラル・ヒストリー映像アーカイブ）で抽出した指標を用い、琉球舞踊 と韓国舞踊との
比較を企図したものである。今回、「韓国舞踊との比較」という新たな視点を導入することで、琉球舞踊の特性をより
明確にするとともに、琉球と韓国双方の王朝期と近代期の舞踊技法の共通点と相違点の抽出を試みた。あわせて、近現
代期に活躍した女性舞踊家による伝承法の成立・展開の過程を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study is to propose a comparison between Ryukyuan Dancing and Korean Dancing 
by using an index extracted from the "Project to Develop the Comprehensive Database for Ryukyuan Dancing" 
(Movement Database and Image Archive for Oral History) that has been conducted by the author. A new 
viewpoint "Comparison with Corean Dancing" was introduced this time to more clarify the characteristics 
of Ryukyuan Dancing. Common points and differences between dynasty and modern ages of Ryukyu and Korea 
were also tried to be extracted. Additionally, the process of creating and developing the tradition by 
modern and contemporary female dancers was also revealed.

研究分野：身体教育学（舞踊教育学）
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

琉球王朝時代、沖縄は、中国・日本・朝鮮

をはじめ東南アジア地域と交流し、当地の文

化を摂取融合した独自の文化を築いたとさ

れる。琉球舞踊はこれまで、中国や日本の影

響が特に強いといわれてきたが、衣装に着目

すると、朝鮮（韓国）舞踊との類似性が示唆

される(矢野 1994)。  

また、歴史的背景と対応する舞踊ジャンル

の展開も類似する過程を経てきた。琉球・韓

国ともに王朝時代には、中国に朝貢し東南ア

ジア地域で交易を行い、古典的様式である

「宮廷舞踊」が花開いた。その後は両者とも

に日本に組み込まれ、新たなジャンル「雑踊

り」（沖縄）と「新舞踊」(韓国)が生まれ、

戦後はさらに「創作舞踊」へと展開した。 

 

２．研究の目的 

このような舞踊の史的展開の共通性を踏

まえ、(1)王朝期の舞踊技法の比較、(2) 近

代期の舞踊技法の比較、(3) 近現代期におけ

る舞踊の伝承法の成立と展開、の三点を明ら

かにすることを本研究の主たる目的とした。

以下にそれぞれの目的の概要を記す。 

(1) 王朝期の舞踊技法の比較（2012 年度） 

王朝期の舞踊における主要演目の中から

「袖を用いる技法」を対象に、その動作特性

と表現特性を見出し比較する。 

(2) 近代期の舞踊技法の比較（2013 年度） 

近代期の舞踊における主要演目の中から

「手ぬぐい（布）を用いる技法」を対象に、

手ぬぐいの持つ象徴性とそれを用いる技法

の動作特性を比較する。 

(3)近現代期における舞踊の伝承法の成立と

展開（2014 年度～2015 年度） 

近現代期に活躍した女性舞踊家による舞踊

伝承の実態を整理する。 

 このほか、関連研究として琉球と韓国の綱

引き文化の調査も行う。 

 

３．研究の方法 

 琉球舞踊は代表者の波照間が担当し、韓国

舞踊は研究協力者の金采嫄氏・李鍾淑氏・金

怜姬・田銀子氏（成均館大学校）らが担当し

た。以下に年度ごとの方法を記す。 

(1)王朝期の舞踊技法の比較（2012 年度） 

主要な宮廷舞踊の演目から「袖を用いる技

法」（韓国舞踊の「袖」は「ハンサム」と呼

ばれる）を抽出し、左右上肢の使い方と袖の

操作性を指標に動作を分析・分類した。琉球

舞踊は歌詞と動作の対応関係から表現特性

を抽出し、韓国舞踊は歌詞がない伴奏音楽で

演じられる抽象的表現であるため、表現の根

底にある世界観を含め考察した。 

 (2) 近代期の舞踊技法の比較（2013 年度） 

主要な近代期の舞踊（琉球舞踊「雑踊り」・

韓国舞踊「新舞踊」）の演目から、手ぬぐい

（琉球舞踊「手巾（てぃさじ）」・韓国舞踊「ス

ゴン」）を用いる技法を抽出し、左右上肢の

使い方と手ぬぐいの操作性を指標に動作を

分析・分類した。さらに王朝期の舞踊技法と

同様の方法で表現特性を抽出するとともに、

手ぬぐいそのものの象徴性についても考察

した。 

(3)近現代期における舞踊の伝承法の成立と

展開（2014 年度～2015 年度） 

近現代期の舞踊伝承を共通課題とした。琉

球舞踊は、士族男子の外交職務として王朝期

に誕生・発展した舞踊であったが、王朝崩壊

後は女性舞踊家が主たる担い手となった。そ

の経緯を、先行研究や新聞記事、戦前より活

躍する女性舞踊家への聞き取り調査から明

らかにした。韓国舞踊は、同時代の「芸妓に

よる舞踊伝承」と「無形文化財制度における

舞踊伝承の実態」について、先行研究の分析

および実践者（当事者）の視点から踏査した。 

関連研究として、琉球と韓国の綱引きの調

査を研究分担者の瀬戸邦弘氏（上智大学）が

実施した。 

 

４．研究成果 

 以下に年度ごとの研究成果を記す。 

(1)2012 年度の成果 



①王朝期の舞踊における「袖を用いる技法」

の比較 

琉球舞踊では長く「垂れた袂」、とりわけ

左袖の袂に、韓国舞踊では「ハンサム」と呼

ばれる手を隠すための細長い袖に表現の重

きを置いている。その背景にある両者の信仰、

宗教、世界観を比較考察し、衣装の調査結果

とともに、比較舞踊学会大会（12 月 8 日、早

稲田大学）にて発表した。また、本成果を明

治大学公開講座「海域アジアにおける琉球・

朝鮮の交流と舞踊文化」（3 月 30 日、）として

実施した。 

 

②琉球舞踊の基層にある信仰と身体文化 

琉球舞踊の基層にあるシャーマニズム、二

ライカナイ信仰、をなり神信仰、鳥信仰など

が、祭祀や舞踊の身体にいかに表象されてい

るかを考察し、大韓舞踊学会にて報告した。

本成果の一部を「琉球舞踊における身体表現

と信仰」と題する論考にまとめた。 

 

(2) 2013 年度の成果 

①近代期の舞踊における「手ぬぐいを用いる

技法」の比較 

琉球・韓国ともに近代に焦点をあて、共通

に用いられる小道具「手ぬぐい」の象徴性と

技法について調査した。その成果を比較舞踊

学会大会（11 月 30 日、東海大学）のシンポ

ジウムにて公表するとともに、同学会誌（『比

較舞踊研究』第 20 巻：52-60）に執筆した。

あわせて、本研究結果を踏まえた現代舞踊を

創作しソウルで発表した（3 月 15 日、成均館

大学校）。作品創作に際して、公益財団法人

日韓文化交流基金の助成を得た。 

 

②近代期の舞踊にみる外来要素の導入 

韓国の近代期の舞踊「新舞踊」は、モダン

ダンスの影響で洋舞的要素が強く反映して

いるという特徴が見られた。琉球舞踊のほう

は、全般的に洋舞的要素は希薄であるが、伊

良波尹吉作『南洋浜千鳥』にバレエの技法が

導入されていた。同作品が誕生した背景と作

品分析を通して、琉球舞踊に外来の要素が導

入されるプロセスを明らかにした。その成果

を論文「踊り継がれるミクロネシア“南洋群

島”の表象－伊良波尹吉作『南洋浜千鳥』を

めぐって－」（『文化人類学研究』第 14 巻）

にまとめた。 

 

③琉球における武術と舞踊の比較研究 

ソリドワル・マーヤ氏（明治大学ポストド

クター、現在：津田塾大学専任講師）の協力

を得て、琉球王朝尚家に伝わる武術「本部御

殿手」と舞踊の比較研究を行った。その成果

を日本スポーツ人類学会にて報告した（3 月

29 日、東京学芸大学）。 

 

(3) 2014 年度～2015 年度の成果 

①近現代期の舞踊伝承に関する研究 

 2014 年度は、琉球・韓国ともに近現代に焦

点をあて、特に戦前・戦後を生きた女性舞踊

家らによる舞踊伝承の特性を調査した。その

成果を明治大学大学院情報コミュニケーシ

ョン研究科主催国際シンポジウム「東アジア

表象メディアの創出と伝承」（2015 年 3 月 16

日、明治大学）にて公表するとともに、同シ

ンポジウム予稿集に３本の論文概要「戦前・

戦後における琉球舞踊の伝承 ―『男芸』か

ら『女芸』へ－」（波照間）、「韓国近現代期

の芸妓による舞踊伝承」（金采嫄）、「韓国無

形文化財〈僧の舞〉に関する研究」（田）を

掲載した。 

 

②沖縄女性史における琉球舞踊家研究 

 2015 年度は、前年度に手がけた琉球の女性

舞踊家らによる舞踊伝承の足跡をさらに深

めて調査し、沖縄女性史のなかに位置付けた。

その成果を舞踊学会定例研究会シンポジウ

ム「アジアにおける伝統の再創造と再構築」

（2015 年 6 月 7 日、日本大学）にて公表す



るとともに、学術機関誌『舞踊学』38 号に「『男

芸』」から『女芸』へ ― 女性舞踊家のオー

ラル・ヒストリー ―」と題する論考として

公開した。 

 なお、同論考は、「琉球舞踊における『女

芸』の成立と展開」『沖縄県史 各論編８ 女

性史』（2016 年 3 月刊行、沖縄県教育庁文化

財課史料編集班編）所収の論文を加筆・修正

したものである。 

 

③琉球と韓国の綱引き文化の比較 

韓国綱引き文化との比較研究のために沖

縄県渡名喜島、那覇における民俗綱引き行事

を対象に綱引き行事の全般（綱つくり、綱引

き、綱引きの歌、付帯行事、観光化、文化財）

を調査した。特に渡名喜島では地域民俗行事

しての綱引きを、那覇では文化財、観光コン

テンツとしての綱引きの様子を研究してい

る。その結果を上記(3)-①の国際シンポジウ

ムにて報告した。現在スポーツ言語学会学会

誌に論文「 ‟共通語的土地ことば“として伝

統を繋ぐ民族スポーツ」として執筆中である。 

 

課題 

明治大学にて国際会議「日韓若手女性研究

者フォーラム 身体・表象・ジェンダー」

（2015 年 11 月 6-7 日）を実施した。同フォ

ーラムにて朴ナニョン氏が発表した研究を

受けて、今後は、日韓の扇子を使った舞踊を

共通テーマとし 2016 年度以後、比較研究を

することが決定している。 

本課題実施の４年間、国際シンポジウム、

学会発表、および関連ワークショップ等を日

韓両国で継続して実施し、共同研究体制の構

築が促進された。今後は琉球・韓国ともに歴

史的・文化的に関わりのあった中国舞踊も含

めて精査し、これまでの成果を雑誌論文とし

て公表する必要性が強く示唆された。 
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月（総ページ数.1-151） 

 

〔その他〕 

① 国際シンポジウム報告・予稿 

『明治大学情報コミュニケーション研究科

フォーラム：戦後 70年国際シンポジウム 東

アジア表象メディアの創出と伝承～沖縄・台

湾・韓国、そしての日本の戦前・戦後～ 予

稿集』（2015 年 3 月）に下記４本の報告を掲

載した。 

・波照間永子「戦前・戦後における琉球舞踊
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p. 78 

・瀬戸邦弘「表象メディアとしての綱引き文

化」：p. 27- p. 32 

・金采嫄「韓国近現代期の芸妓による舞踊伝

承」：p. 79- p. 83 

・田銀子「韓国無形文化財〈僧の舞〉に関す

る研究」：p. 84- p. 94 

② 研究成果の一般公開 

・<明治大学リバティアカデミー公開講座> 

波照間永子・真栄平房昭・志田真木・金チェ

ウォン「海域アジアにおける琉球・韓国の交

流と舞踊文化」、明治大学大学会館、2013 年
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・<科研費成果報告会>「琉球・韓国 身体文
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2014 年 3 月 15 日 



③ 研究成果関連ワークショップ 

・波照間永子・志田真木・田銀子「琉韓身体
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瀬戸邦弘・寒川恒夫・波照間永子・小木曽航
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究』第 14 巻：p.55-p.68、2013 年 12 月 
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